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「
ハ
ン
セ
ン

病
の
歴
史
を
探

る
」
を
テ
ー
マ

に
6
月
25
日、

多
磨
全
生
園
公

会
堂
に
お
い
て

資
料
館
二
周
年

記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
厚
生

省
・
東
京
都
・

東
村
山
市
・
同

教
育
委
員
会
・

朝
日
新
聞
東
京

厚
生
文
化
事
業

団
の
後
援
を
得

た
こ
と
や
「
ら

い
予
防
法
」
問

題
が
マ
ス
コ
ミ

で
大
き
く
取
り

あ
げ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
か
、

全
国
各
地
（
青

rハンセン病の匿史を探る」誓翌讐も応

森
・
熊
本
・
岡
山
・
山
口
•
大

阪
・
名
古
屋
・
静
岡
な
ど
）
と

関
東
六
県
、
地
元
東
京
か
ら
は

都
内
十
四
区
と
三
多
摩
十
七
市

な
ど
か
ら
三

五

0
人
の
参

加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
栗
生

楽
泉
園
か
ら

は
自
治
会
一

三
人
、
職
員

五
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し

こ。t
 
職
業
別
で

は
厚
生
省
関

係
五
人
、
所

長
連
盟
（
松

丘
、
駿
河
、

多
磨
、
長
島
、

邑
久
、
菊
池
）

六
人
、
多
摩

研
所
長
、
待

予
防
法
に
礫

SIll心

各
地
ガ
ら
三
五

0
人
参
加

労
病
院
々
長
、

笹
川
保
健
協
力

財
団
、
救
世
軍

ブ
ー
ス
記
今
字
伯

院
、
弁
護
士
、

東
村
山
市
議
、

全
医
労
、

J
L
M
、
僧
侶
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
学
生
、
老
人

ホ
ー
ム
、
養
護
学
校
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
生
、
東
村
山
身
患

連
職
員
入
園
者
な
ど
多
彩

な
顔
ぶ
れ
で
「
ら
い
予
防
法
」

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
示
す

も
の
で
し
た
。

平
沢
委
員
の
司
会
で
始
め
に

藤
楓
協
会
の
大
谷
理
事
長
は

「
ら
い
予
防
法
は
社
会
問
題
化

し
て
お
り
、
真
正
面
か
ら
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
」
と
挨
拶
。

埼
玉
大
の
藤
野
豊
講
師
と
藤

田
真
一
元
帝
京
大
教
授
は
「
予

防
法
」
の
名
の
も
と
に
強
制
収
容

や
断
種
等
が
ど
の
よ
う
に
な
さ

れ
て
き
た
か
、
歴
史
的
な
背
景

と
国
の
政
策
の
誤
り
を
指
摘
。

続
い
て
鈴
木
禎
一
元
全
患
協

事
務
局
長
と
成
田
稔
資
料
館
運

営
委
員
長
は
、
過
去
に
患
者
や

家
族
が
ど
の
よ
う
な
迫
害
を
受

け
て
き
た
か
具
体
例
を
あ
げ
「
ハ

ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
風
化
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
ま

た
講
演
後
会
場
か
ら
八
人
の
方

が
「
感
動
し
た
」
「
同
和
問
題
と

同
根
だ
、
国
は
こ
の
問
題
を
教

育
面
で
も
と
り
あ
げ
る
べ
き
だ
」

「
強
制
隔
離
は
死
文
化
し
て
い

る
が
、
い
つ
か
ら
実
態
が
変
わ

っ
て
き
た
の
か
L

な
ど
の
発
言

や
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
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藤
楓
協
会
の
大
谷
理
事
長
が

全
患
協
支
部
長
会
議
、
資
料
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
日
本
ら
い
学

会
と
三
回
に
わ
た
っ
て
公
表
し

た
、
ら
い
予
防
法
に
対
す
る
個

人
的
見
解
（
人
権
無
視
の
現
行

予
防
法
を
廃
止
し
、
現
在
の
国

立
十
三
園
、
私
立
二
院
の
入
所

者
五
八

0
0人
に
つ
い
て
は
、

医
療
、
福
祉
、
生
活
面
を
今
ま

で
通
り
国
の
責
任
に
お
い
て
保

障
す
る
新
法
を
制
定
す
る
）
は

各
方
面
に
大
き
な
波
紋
を
お
こ

し
ま
し
た
。

全
患
協
（
全
国
国
立
療
養
所

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
協
議
会
）
は
、

組
織
結
成
以
来
、
一
貫
し
て
強

制
隔
離
収
容
で
偏
見
差
別
を
助

長
し
て
き
た
ら
い
予
防
法
の
抜

本
改
正
を
要
求
、
一
九
五
三
年

に
は
全
患
者
が
一
丸
と
な
っ
て

国
会
、
厚
生
省
へ
の
陳
情
、
座

り
込
み
、
デ
モ
行
進
、
作
業
放

棄
、
ハ
ン
ス
ト
な
ど
十
ヵ
月
に

お
よ
ぶ
闘
争
を
行
い
ま
し
た
が
、

要
求
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
も
昭
和
3
8
年
、

平
成
3
年
と
一
―
一
度
厚
生
大
臣
に

要
請
書
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
5
年
、
高
松
宮
記
念
ハ

ン
セ
ン
病
資
料

館
が
オ
ー
プ
ン

し
て
以
来
、
各

方
面
で
ら
い
予

防
法
を
め
ぐ
る

論
議
が
一
段
と

活
発
化
し
、
予

防
法
見
直
し
の

機
運
は
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

以
下
そ
の
動
き

を
記
し
ま
す
。

▼
一
九
九
四

（
平
成
6
)
年

4
月

全

患

協
支
部
長
会
議

で
予
防
法
問
題

を
重
点
討
議
。

r防
法
を
め
ぐ
る
動
き

園
止
f

国
租
国
涅
念

II
5
月
盛
岡
で
開
催
の
日
本

ら
い
学
会
で
大
谷
見
解
発
表
。

6
月
2
5
日
資
料
館
一
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ら
い
予

防
法
改
正
を
め
ぐ
っ
て
」
を
開

催。
6
月
2
5
日
多
磨
全
生
薗
を

訪
問
し
た
真
宗
大
谷
派
僧
侶
と

信
徒
に
よ
る
大
谷
見
解
へ
の
賛

同
文
出
さ
れ
る
。

1
0
月
1
5
日
ら
い
予
防
法
を

廃
止
•
特
別
措
置
を
求
め
る
筑

所
沢
街
道
を
デ
モ
行
進
、
前
方
は
警
官
隊
。

（
昭
和
28
年
の
予
防
法
闘
争
）

豊
集
会
決
議
文
出
さ
れ
る
。

11
月
8
日
全
国
国
立
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
所
長
連
盟
の
見

解
公
表
さ
れ
る
。

1
2
月
1
5
日
奈
良
県
議
会
、

ら
い
予
防
法
の
抜
本
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
。

1
2
月
2
0
日
東
久
留
米
市
議

会
、
ら
い
予
防
法
を
廃
止
し
新

法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
を

国
に
提
出
。

▼
一
九
九
五
（
平
成
7
)
年

1
月
24
日
全
患
協
、
ら
い

予
防
法
に
つ
い
て
の
宣
言
文
と

九
項
目
の
基
本
要
求
を
決
定
。

4
月
2
2
日
日
本
ら
い
学
会

ら
い
予
防
法
に
つ
い
て
の
見
解

を
発
表
。
各
新
聞
が
掲
載
す
る
。

5
月
1
0
日
朝
日
新
聞
、
社

説
「
ら
い
予
防
法
を
な
く
し
た

あ
と
に
」
を
掲
載
。

5
月
1
2
日
ハ
ン
セ
ン
病
予

防
事
業
調
査
検
討
委
員
会
、
中

間
報
告
を
出
す
。

5
月
1
8
日
全
医
労
、
ら
い

予
防
法
問
題
に
関
す
る
見
解
を

出
す
。5
月
2
8
日
障
害
者
と
家
族

の
生
活
と
権
利
を
守
る
都
民
連

絡
会
第
二
二
回
総
会
で
「
ら
い

予
防
法
を
廃
止
し
新
法
の
制
定

を
求
め
る
決
議
」
を
採
決
。

5
月
2
9
日
東
村
山
身
患
連

第
二
四
回
拡
大
幹
事
会
で
、
総

理
大
臣
、
厚
生
大
臣
に
予
防
法

見
直
し
の
要
請
電
を
打
つ
。

6
月
8
日
日
本
共
産
党
国

会
議
員
団
、
井
出
厚
生
大
臣
に

ら
い
予
防
法
に
つ
い
て
の
要
請

書
を
出
す
。

そ
の
他
全
患
協
各
支
部
で
は

地
元
自
治
体
に
国
に
意
見
書
提

出
（
東
村
山
市
議
会
、
草
津
町

議
会
、
東
京
都
議
会
が
採
択
）

の
要
請
活
動
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、

ど
の
団
体
も
大
谷
見
解
を
支
持
。

速
や
か
に
予
防
法
を
廃
止
し
て
、

患
者
の
人
権
を
回
復
し
、
医
療
、

福
祉
、
生
活
面
を
保
障
す
る
新

法
制
定
を
つ
よ
く
要
請
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
厚
生
省
で
は

予
防
法
検
討
委
員
会
を
設
置
、

予
防
事
業
調
査
検
討
委
員
会
中

間
報
告
を
受
け
、

71
月
6
日
に

第
一
回
の
委
員
会
を
開
き
一
四

人
の
委
員
に
よ
っ
て
本
格
的
な

検
討
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
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資料館二周年のあゆみ

卑,J~偉炉寮館
団すと比干れと者と＿達万の月周
体がなべ均はなは一五し九入 30年開
来‘つるの昨り＝日 ‘ ＿館日を館

嬰工てと四年ま七平日開〇者‘過し
お若二度す・均で館 0 は資ぎて

が反り干人一゜五入割日人延'’:
増面ま減に日こ人館る数に一闘麿夏

先
日
は
映
画
「
あ
つ
い
壁
」

を
見
せ
て
頂
き
ま
し
て
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
埼
玉
大

学
教
養
学
部
小
学
校
教
員
養
成

課
程
障
害
児
学
専
修
と
い
う
と

こ
ろ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
で

す
。
こ
の
春
よ
り
専
門
課
程
で

行
わ
れ
て
い
る
「
障
害
児
・
者

問
題
研
究
入
門
ゼ
ミ
」
で
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
た
っ
た
半
年
と
い

う
短
い
期
間
で
す
が
、
調
べ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
く
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
私

え
て
、
二
七
一
団
体
、
八
五
五

九
人
と
な
り
、
全
体
の
四
五
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
こ
の
一
年
間
の
歩
み
を

ふ
り
返
っ
て
見
ま
す
と

一
九
九
四
年

①
歪
患
協
ニ
ュ

ー
ス
資
料
館

特
集
号
を
出
す

(
7
月
1
日
）

②
精
神
・
難
病
団
体
と
の
交
流

会

(
7
月
1
0
日）

③
国
吉
信
絵
画
遺
作
展

(
9
月

認
日
＼
10月
12
旦

④
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
ら
い
予
防
法
改
正
を
め

ぐ
っ
て
」発
行
。
皓
星
社
刊
八

0
0円

は
ハ
ン
セ
ン
病
は
ど
の
よ
う
な

病
気
で
あ
る
か
、
ほ
と
ん
ど
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
な
ら

ば
難
し
い
文
献
を
読
む
前
に
、

実
際
目
で
見
た
方
が
よ
い
と
思

い
、
前
に
一
度
資
料
館
を
拝
見

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
映
画
の
あ

る
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
見
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
わ

映
画
「
あ
つ
い
壁
」
を
見
て

埼
玉
大
学
教
養
学
部
曲
字
田
恵
子

⑤
北
条
民
雄
著
「
い
の
ち

の
初
夜
」
（
望
郷
歌
、
間
木

老
人
を
含
む
）
を
資
料
館

で
発
行
。
定
価
一
千
円

10
月）
⑥
看
護
学
校
27
回
生
に
よ

る

「資
料
館
建
設
の
意
味

を
考
え
る
展
」

(11
月
8
日

¥、
12
月

7
日）

一
九
九
五
年

⑦
「
柊
の
垣
は
い
ら
な
い
L

出
版
記
念
会

(
2
月
23
日）

資
料
館
ヘ
二
四
0
冊
頂
く
。

⑧
青
葉
小
学
校
六
年
生
に

よ
る
全
生
園
、
資
料
館
を
見
学

し
て
の
百
人
百
種
新
聞
展

(
2

が
ま
ま
を
お
願
い
し
た
の
で
す
。

初
め
て
資
料
館
を
見
学
し
た

時
も
そ
う
で
す
が
、
今
回
も
心

に
も
の
す
ご
い
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
言
葉
に
う
ま
く
で
な
い

の
で
す
が
、
偏
見
を
つ
く
っ
て

し
ま
っ
た
社
会
、
そ
れ
を
当
然

の
こ
と
と
し
て
受
入
れ
て
し
ま

っ
た
社
会
に
憤
り
を
感
じ
ま
し

た
。
映
画
の
終
わ
り
に
流
れ
て

い
た
歌
の
と
お
り
、
ハ
ン
セ
ン

病
の
方
と
、
そ
う
で
な
い
人
と
、

何
が
一
体
違
う
の
で
し
ょ
う
。

同
じ
人
間
な
の
に
。

私
が
研
究
と
し
て
調
べ
る
の

は
、
と
て
も
短
い
期
間
で
す
が
、

そ
の
期
問
だ
け
で
な
く
、
ず
っ

と
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
学
び

と
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
資
料
館
に
お
世
話
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

月
22
日
＼
3
月
30
日）

⑨
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ハ
ン
セ
ン

病
資
料
館
」
発
行
定
価
千
円

賃
池
恵
楓
園
、
琵
琶
崎
待
労

病
院
・
昔
む
か
し
[
与
真
展
L

（4

月
1
8
日
S
6月
30
日）

質
且
二
周
年
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を

探
る
」
開
催
。

資
料
館
に
は
こ
の
一
年
間
、

「
来
館
者
の
声
」
と
看
護
学
校

生
た
ち
の
感
想
文
が
数
百
枚
も

寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
各
園
療
友
が
出
版
さ
れ

た
沢
山
の
単
行
本
を
寄
贈
し
て

頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
館
で
大
切
に
保
管
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

特
に
琵
琶
崎
待
労
病
院
の
井

手
隆
著
「
ロ
ザ
リ
オ
の
珠
に
つ

な
ぎ
て
」
「
良
き
人
生
」
「
こ
の
道
」

を
五

0
0冊
以
上
寄
贈
し
て
頂

き
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
厚

＜
咸
如
的
申
し
上
げ
ま
す
。

要
が
専
術
W
翠
小
要
が
↓
術
↓
術
専
術
専
添
要
が
↓
術
↓
術

w翠小

精
神
団
体
と
交
流
会

資
料
館
で
は

8
月

6
日

（
日
）
、
全
国
精
神
障
害
者
団
体

連
合
会
と
地
元
関
係
団
体
と
の

交
流
会
を
資
料
館
に
お
い
て
開

催
す
る
予
定
で
す
。
大
谷
館
長

も
出
席
さ
れ
ま
す
。
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こ

と

だ

と

思

う

。

ハ

ン

セ

ン

病

に

つ

い

て

は

本

自
分
が
も
し
、
こ
の
病
気
に
で
読
ん
だ
り
、
皮
フ
科
の
講
義

か
か
っ
た
ら
と
思
う
と
怖
い
で
で
皮
フ
疾
患
の
一
っ
だ
と
い
う

す
。
早
く
予
防
法
を
改
正
し
て
知
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ほ

し

い

で

す

。

こ

の

資

料

館

に

来

て

、

串

革

臼

●
自
営
業

56オ
男
性
の
大
き
な
力
で
は
な
い
で
し
ょ
●
公
絡
畠
【

53オ
男
性
さ
ん
が
ひ
ど
い
差
別
を
受
け
て

こ

の

資

料

館

が

訴

え

て

い

る

う

か

。

病

気

に

関

す

る

説

明

等

が

不

い

た

社

会

的

背

景

を

実

感

し

、

こ
と
は
私
へ
の
告
発
で
も
あ
る
。
●
学
生
2
3
オ
女
性
十
分
な
の
で
、
現
在
で
は
治
ゆ
ま
た
こ
の
病
気
の
治
療
に
一
生

偏
見
差
別
を
な
く
し
、
人
権
を
病
気
に
か
か
っ
た
だ
け
で
強
す
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
P
R

を
捧
げ
た
方
々
、
外
国
か
ら
療

回
復
す
る
課
題
は
健
常
者
で
あ
制
収
容
さ
れ
た
り
、
ま
る
で
罪
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
資
料
等
養
所
つ
く
り
に
派
遣
さ
れ
た
修

る
私
自
身
の
課
題
で
も
あ
る
。
人
の
よ
う
な
あ
つ
か
い
を
さ
れ
の
展
示
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
道
女
な
ど
の
献
身
的
な
生
き
方

現
在
の
入
園
者
に
と
っ
て
は
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
は
ー
|
o
（
同
様
の
ご
意
見
が
沢
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

過
去
は
辛
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
び
っ
く
り
し
た
と
同
時
に
悲
し
山
あ
り
ま
し
た
。
現
在
展
示
の
な
差
別
を
く
り
返
さ
な
い
た
め

こ
の
事
実
を
提
起
し
て
い
く
こ
く
な
り
ま
し
た
。
人
種
差
別
的
た
め
準
備
中
で
す
。
係
）
に
も
、
よ
り
多
く
の
人
が
こ
の

と
こ
そ
が
、
ら
い
予
防
法
改
正
で
や
は
り
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
●
学
生

22オ
女
性
事
実
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ジ
ャ
ン
・
マ
リ
ー
・
コ
ー
ル
主
任
神
父
に
派
遣
さ
れ
た
。
も
察
せ
ら
れ
る
。
熊
本
で
神
父
の
中
尾
丸
の
施
療
活
動
を
つ
づ

神
父
は
一
八
五

0
(弘
化
七
）
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
が
廃
止
は
教
会
司
牧
の
か
た
わ
ら
貧
し
け
た
。

年
六
月
二
十
八
日
、
フ
ラ
ン
ス
さ
れ
た
と
は
い
え
、
保
守
思
想
い
人
、
ら
い
患
者
の
救
済
に
力
神
父
は
熊
本
幼
き
イ
エ
ズ
ス

の
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
生
れ
。
一
八
の
強
い
熊
本
城
下
町
に
着
い
た
を
そ
そ
ぎ
始
め
た
。
会
の
修
道
女
二
名
、
伝
道
婦
二

七

四

年

（

明

治

七

）

年

神

父

と

神

父

は

先

ず

名

の

助

け

の

も

と

に

、

治

療

、

本
妙
寺
の
近
く
ミ
サ
聖
祭
、
キ
リ
ス
ト
教
講
話
、

に
小
さ
な
家
を
洗
礼
な
ど
に
力
を
そ
そ
い
だ
が

な

る

゜

鱈

コ

ー

ル

神

父

一

八

七

六

（

明

治

九

）

年

十

区

二

月

三

十

日

、

長

崎

に

上

陸

し

冠

一

八

七

三

i
一
八
九
一
借
り
、
患
者
の
遂
に
過
労
に
お
ち
い
っ
た
。
神

た

時

は

二

十

六

歳

。

日

本

は

明

施

療

と

布

教

に

父

は

こ

の

救

ら

い

事

業

を

引

き

治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
に
大
神
父
が
住
民
に
心
か
ら
歓
迎
さ
専
念
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
手
継
い
で
く
れ
る
修
道
女
を
何
ん

日
本
帝
国
憲
法
発
布
。
信
仰
の
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
は
狭
に
な
り
、
明
治
二
十
九
年
島
と
か
し
て
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
、

自
由
が
保
障
さ
れ
る
や
、
神
父
熊
本
市
内
で
九
ヵ
月
の
間
に
六
崎
町
琵
琶
崎
に
土
地
を
買
い
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
申
請
（
明
治

は
直
ち
に
熊
本
市
手
取
教
会
の
固
転
居
を
迫
ら
れ
た
こ
と
か
ら
こ
こ
を
根
拠
に
本
妙
寺
の
中
腹
三
十
年
）
し
た
の
で
あ
っ
た
。

来
館
者
の
声

修
道
女
の
献
身
に
感
動

ま
し
た
。
個
人
的
に
は
も
う
少

し
く
わ
し
い
病
理
が
知
り
た
か

っ
た
で
す
。

.

3

4

オ

女

性

偶
然
、
光
田
氏
の
手
記
を
読

み
、
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
に

一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の

を
悔
い
て
今
日
来
ま
し
た
。

今
、
何
ん
と
も
言
え
な
い
気

持
で
す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を

生
き
、
そ
し
て
亡
く
な
ら
れ
た

方
が
い
た
こ
と
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ら
い
予
防
法

が
廃
止
に
な
り
、
地
域
の
中
で

社
会
の
中
で
全
生
園
の
方
々
が

生
活
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
う
し
な
け
れ
ば
と
強
く
思
い

ま
す
。
ま
た
来
ま
す
。

◎
あ
と
が
き

昨
年
、
今
年
と
ら
い
予
防
法

を
め
ぐ
る
各
界
の
見
解
が
次
々

と
発
表
さ
れ
た
。
「
無
期
懲
役
か

ら
や
っ
と
解
放
さ
れ
る
よ
う
な

気
持
だ
」
と
在
園
五
七
年
の
老

人
が
ぽ
つ
り
と
つ
ぶ
や
い
た
。

二
年
つ
づ
い
た
「
昔
む
か
し

[
与
真
展
」
は
大
変
好
評
。
生
き

ぬ
い
た
証
と
し
て
全
療
養
所
の

賃
展
を
順
次
開
催
し
て
行
ぎ

た

い

も

の

だ

。

（

修

）

-4-

38 




